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２０２４年１月５日 

202３年 12月１８日～2１日（日本時間）の４日間に亘り、「米国金融経済オンライン意見交換会」を開催

し、参加いただいた信用金庫役職員と米国金融経済動向や投資動向等について意見交換を行いました。

本意見交換会は、先ず当事務所駐在員より米国の経済概況や市場見通しについて説明した後、参加者

の方々との質疑応答や意見交換を実施しました。 

本レポートでは、当日の説明および質疑応答内容について要点を絞ってご紹介します。 

■ サマリー 

 超過貯蓄や良好な雇用環境を背景に力強い個人消費が継続する中、米景気は想定以上に底堅い

状況が続いているが、今後は累積的な金融引締め効果が表面化する中で成長率は鈍化していこ

う。インフレについては、粘着性の高い項目もあり低下スピードは緩慢であるものの、２０２４年には

２％台へ低下しよう。結果、景気が大きく崩れる前に FRBが利下げに転じることで、ハードランディ

ングは回避できよう。但し、不確実性が高まっていることから、労働市場の急激な悪化や個人消費

の腰折れ、ＦＥＤの対応の遅れなどによるハードランディングリスクについては引き続き注意したい。 

 

「米国金融経済オンライン意見交換会」フィードバック 

信金中央金庫ニューヨーク駐在員事務所 

米国金融市場レポート 

貴金庫限 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/financialreport20240111.pdf

